
 

 

 

 

 

 

西伊豆町の将来を担う青少年の声を間近で聞いてみませんか？ 

 

 

町内各小学校５・６年生の代表６名、各中学校の学年代表６名、高校生の代表３名が、日常生

活の中での体験や、感じたことを発表します。 

 子ども達が、地域の中でどんな体験をし、何を感じているかを聞いてください。児童・生徒の

もつ視点の鋭さに感銘を受けることと思います。 

 日 時：11 月 2１日（土）  開 場：午前 8 時 30 分             

 会 場：健康増進センター 

 主 催：西伊豆町青少年問題協議会 

 発 表：小学生/9:10～  中学生/9:50～  高校生/10:40～ 

     ※発表者は、各学校の校内選抜によって選ばれます。 

 

つなげ西伊豆町！みんなで一緒に応援しよう！！ 

 

 

１２月５日（土）に開催される第１６回しずおか市町対抗駅伝大会を会場で観戦するための応

援バスを運行します。この大会をみんなで盛り上げ、西伊豆町を代表する選手達を会場で一緒に

応援しましょう！ 

 日  程：１２月５日（土）大会当日 

      午前５時３０分 役場本庁前 出発 

      午後７時頃 西伊豆町 到着予定 

      （ご希望のバス停で乗降できます） 

 乗車料金：無料 

 募集人数：４０名（先着順） 

 募集期間：１１月１６日（月）～２７日（金） 

 申込方法：教育委員会事務局に電話でお申し込み下さい 

      ※定員になり次第、募集を終了します。 

  ・バスの駐車場から草薙陸上競技場まで、徒歩で約１５分です。 

 ・各区間へは、各自で移動していただきます。コース周辺は交通規制されているので、 

  公共交通機関をご利用ください。（交通費は個人負担） 

 ・草薙陸上競技場では、大型スクリーンによる中継、ゴール、小学生１５００ｍが観戦 

  できます。 

 ・草薙陸上競技場で観戦される方は、弁当の注文ができます。（代金は個人負担） 

 ＊中学生以下は、保護者と一緒にお申込み下さい。 
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青少年の意見・体験発表大会のお知らせ 

第 16回しずおか市町対抗駅伝大会 応援バスのお知らせ  



 

 

１０月１８日（日）に、富士見町で“第６２回富士見高原名勝探訪駅伝競走大会”が開催され、７０

チームが出場し部門ごとにタイムを競いました。当町から、しずおか市町対抗駅伝大会に向けて練習中

の選手とコーチがチームを成し、５チームが出場しました。富士見高原の清々しい空気と紅葉し始めた

木々に囲まれたコース（4区間・合計11.77km）を力走し、当町の全てのチームが入賞しました。 

【大会結果】

 一般男子の部 

順位：２位 記録：44分28秒（選手名：須田 龍司、渡邉 康平、山本 真一、安藤 将宏） 

一般女子の部 

 順位：１位 記録：53分09秒（選手名：森 唯結、山田 麻衣、矢岸 祐未、石田 つぐみ） 

４０歳以上男子の部 

 順位：３位 記録：54分37秒（選手名：金刺 貴彦、石田 典久、松田 良成、渡邉 一郎） 

中学女子の部 

 順位：２位 記録：55分20秒（選手名：大石 百華、鈴木 結衣、小池 美咲、佐藤 茉里萌） 

中学生以上男女混合の部 

 順位：２位 記録：47分31秒（選手名：須田 果実、石田 萌音、藤井 龍星、石川 法明） 

区間優勝 

森 唯結、山田 麻衣、矢岸 祐未、松田 良成、鈴木 結衣 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 １０月３日（土）に、姫の沢公園スポーツ広

場（熱海市）で、“第８回ライオンズクラブゾー

ンカップ争奪レオサッカー大会”が開催され、

仁科松風スポーツ尐年団の選手が力を合わせて

準優勝の成績をおさめました。この大会は、小

学４年生以下（U-10）で構成されているチー

ムが出場でき、熱海市・伊東市・下田市・賀茂

地区に所属する１３チームが出場しました。仁

科松風スポーツ尐年団は、他の市町のチームに

比べ人数が尐ないですが、日頃の練習の成果を

発揮し高いチームワークで戦いました。 

なお、4 年生にとっては初めての表彰となり

ました。おめでとうございます！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 62回 富士見高原名勝探訪駅伝競走大会 全チーム入賞！ 

仁科松風スポーツ少年団 準優勝！  第８回 ライオンズクラブ 
ゾーンカップ争奪レオサッカー大会 



 

 

 

 

この夏、西伊豆町では、国際交流事業として、

新たに４人の外国人講師をアメリカとジャマイカ

から招致し、９月からは、幼・保、小・中学校で、

英語とスポーツの学習活動が始まりました。 

彼らは、日本の遥か東、太平洋を横断して、見

たことも聞いたこともない、見ず知らずの地に夢

を追い求めて、ここ西伊豆町に来てくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、ジャマイカ出身のジリアンさん。ジャ

マイカから日本への直行便はなく、マイアミ、ダ

ラス経由で所要時間は３０時間もかかりました。

その距離13,000キロメートル。 

ワシントンDC出身のリンジーさん。アメリカ

東海岸は、ほとんど地震がないため、８月の西伊

豆町で体験した震度３の地震が人生初でした。揺

れる部屋の恐怖に慄き、ブランケットにくるまり、

神に祈りを捧げました。 

サンフランシスコ出身のデイナさん。英語に加

えて日本語とラテン語を理解し、頼りになる最年

尐は、いつもみんなの中心です。 

そして、ＳＥＡ（Sports Exchange Advisor 

スポーツ国際交流員）のコディさん。大学時代には 

シアトルでバスケットボール大会の歴代最多得点の 

記録を塗り替えました。言語の壁を乗り越え、連 

日、小中学校のスポーツ指導に飛び廻っています。 

 

 

ＳＥＡとして、日 

本で唯一、小中学校 

に勤務していること 

から、来年度、全国 

で使用される中学校 

1年生のDVD版英 

語教科書に出演する 

ことが決まるなど取 

材が相次いでいます。 

彼らの旺盛な好奇 

心、意欲・関心には、 

頭が下がります。貪欲なまでの興味・関心は留ま

るところをしりません。やるかやらないかと尋ね

れば、必ずやると答える一方、意に反するものに

はNoとはっきり意思表示をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西伊豆の子どもたち、そして若き講師たちの双

方に刺激となって、「西伊豆で培うふるさと感」の

醸成に加えて、社会人の一員としてグローバルに

活躍できることを期待しています。 

 

 

 

静岡県では、毎年１１月は家族や地域が家庭教育の役割やそ 

の重要性を見つめなおす月として「家庭教育を考える強調月間」 

としています。 

みなさんもこの機会に、家庭教育について考えてみませんか。 

教育長だより 

「外国青年招致事業のスタート」 
宮﨑 文秀 

11 月は家庭教育を考える強化月間です 



 

図書館だより 11 月号 
西伊豆町立図書館 電話：56-0211 

図書館カレンダー：11月１日（日）～12月5日（土） 

○＝休館日（毎週月曜日） 

【利用時間】午前８時３０分から午後５時まで 

（全ての開館日で、正午から午後1 時まで休館） 

食欲の秋、読書の秋、スポーツの秋、 

多くの楽しみがある季節です。 

・-・-・ １１月（霜月／しもつき）の暦 ・-・-・ 

【３日 文化の日】 
１９４６年１１月３日に日本国憲法が公布されたこ

とを記念して、「自由と平和を愛し、文化をすすめる日」
として１９４８年に制定。 
この日に科学や芸術などで文化の発展に貢献した人

達に「文化勲章」が贈られます。 

【１５日 七五三】 
 子供の成長の節目のお祝い。 
昔から、３歳で髪を伸ばし始 

める「髪置き」、５歳で男の子が 
袴をつける「袴着」、７歳で女の 
子が帯をつける「帯解き」のお 
祝いが行われていたのが、江戸 
時代頃にこの日に決まって、七・五・三となったようで
す。 

【２３日 勤労感謝の日】 
 「勤労を尊び、生産を祝い、国民が互いに感謝し合う
日」として１９４８年に制定。もとは、「新嘗祭」とい
い、天皇がその年の収穫を祝い神に感謝する儀式の日で
した。 

 

[ ＤＶＤ ]  

☆ 阿弥陀堂だより 
☆ こびと大研究 

[ Ｃ Ｄ ]  

☆ COVER Respect / クリス・ハート 他 
☆ バックナンバー / シスター 
☆ おやこジャス / 松澤 由美 他 
☆ 最新音楽療法 認知力・記憶力アップ ベスト 

[ 紙芝居 ]  

☆ ごんぎつね / 新美 南吉 

 

 

｜一｜般｜書｜ 

『きわこのこと』 まさき としか 

『赤い呪縛』 小杉 英了 

『さよなら神様』 麻耶 雄嵩 

『夏の裁断』 島本 理生 

『啼かない鳥は空に溺れる』 唯川 恵 

『民王』 池井戸 潤 

『かたづの』 中島 京子 

『花鳥茶屋せせらぎ』 志川 節子 

『鬼神の如く』 葉室 麟 

『明日この世を去るとしても今日の花に水をあげなさい』  

樋野 興夫  

『トットひとり』 黒柳 徹子 

『えがおの宝物』 加藤 さくら 

『ヨーコさんの言葉』 佐野 洋子 

『老妻だって介護はつらいよ』 沖藤 典子 

『強いおばさん 弱いおじさん』 小川 有里 

『人づきあいが楽しくなる心理学』 鈎 治雄 

『腸内フローラ１０の真実』  

NHK スペシャル取材班 

『国土が日本人の謎を解く』 大石 久和 

『旅に出るなら』 大沼 淳 

『伊豆の山歩き 海歩き』 大石 剛 

｜児｜童｜書｜ 

『わたしのくつ』 しばた あいこ 

『くすのきだんちのあきまつり』 ぶしか えつこ 

『ヘンテコシャンプー』 みやにし たつや 

『きんいろのとき』 アルビン・トレッセルト 

『いたずらおばあさん』 たかどの ほうこ  

『願いのかなうまがり角』 おかだ じゅん 

『ぼくのネコにはウサギのしっぽ』 くつき しょう 

『エジプトのミイラ』 アリキ 

『絵くんと ことばくん』 あまの ゆうきち 

『鳥さん とんで』 なかむら のぼる 

『みえないって どんなこと？』 ほしかわ ひろこ 

『あきらめないこと、それが冒険だ』 のぐち けん 

『サンゴ礁と海の生き物たち』 なかむら つねお 

『七五三 すくすくおいわいの日』 ますだ ゆうこ 

『食べ物と文化』 あさくら としお あらた まりこ 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 1 2 3 4 5 

新 着 図 書 

 
♪ 新しく入りました ♪ 


